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貸与奨学金（春の新規申込）のポイント

• 学生本人が返す義務がある奨学金

• 第一種(無利子)と第二種(有利子)がある

• 生計維持者(父母)の2022年の課税情報で家計審査される

• 貸与月額は、条件を満たせば途中で変更できる

• 借りる必要がなくなったらいつでも辞めることができる

• 保証制度は人的保証と機関保証がある

• 返還方式、貸与利率の算定方法を選択する

• 成績審査で学修計画書の記入・提出が求められる場合がある

※人的保証選択者は、連帯保証人(原則父母)と保証人(おじおば等)をお願いする人から、
機関保証選択者は、学生本人以外の連絡先(父母など)をお願いする人から事前に承諾を得る

（採用後に提出が必要な書類も確認しておく）

※返還方式は、所得連動返還と定額返還から選択（第一種奨学金）
※利率の算定方法は、利率固定と利率見直しから選択（第二種奨学金）
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給付奨学金（春の新規申込）のポイント

• 原則返す義務のない奨学金

• 学生本人と生計維持者(父母)の2022年の課税情報で家計審査される

• 支給月額は支援区分(第Ⅰ～Ⅳ)や通学形態等で決まる

• 給付奨学金と貸与奨学金(第一種)を一緒に利用すると
第一種奨学金の貸与月額が０円になったり減額される

• 給付奨学金の支援区分は毎年夏に見直し審査されるため
毎年10月から給付奨学金の支給が停止されたり
支給月額が変更されることがある

• 給付奨学金と授業料減免の支援条件は同じなので
給付奨学金の支援区分が変更されると授業料減免額も変更される

• 成績審査で学修計画書の記入・提出が求められる場合がある
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給付奨学金のポイント（支援区分の見直し審査）

毎年夏に日本学生支援機構で家計見直し審査が実施され、
給付奨学金の支給有無(第Ⅰ～Ⅳ区分／対象外)が決定します

【例】

4月（第◆区分の振込） 8月頃 10月（振込停止） 3月

4月（振込停止） 8月頃 10月（第▲区分の振込） 3月

2023年の税情報で見直し審査
「支援区分対象外」に決定

2024年の税情報で見直し審査
「第▲区分」に決定

10月から1年間振込「停止」
※給付奨学生の身分は保持

10月から第▲区分の月額で
振込「再開」

2022年の税情報で
「第◆区分」で採用

・生計維持者と学生本人の税情報（マイナンバー等で取得）で審査されます

・申込時や在籍報告で申告した資産情報も利用されます

・生計維持者（全員）が扶養する子の数も確認されます

2024年度

2025年度
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奨学金選択シミュレーションを行う

希望する奨学金に採用される可能性があるか、

どの程度の奨学金が利用できるか目安として確認する

https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/

※シミュレーション結果は、奨学金の採用を保証するものではありません

▼こちらで確認ください

→

https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/
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奨学金振込用に設定する口座の通帳コピーをとる（学生本人名義）

・表紙をめくった見開きのページ（普通預金、通常貯金口座番号等がわかるもの）

・口座開設時に通帳を作らなかった人は、口座情報がわかるwebページを印刷

・農協、信託銀行、外資系銀行、インターネット専業銀行などは利用不可

・詳細は、貸与奨学金案内１５ページ、給付奨学金案内１９ページを参照

・学生本人名義の口座がない方は、申込前に金融機関等で口座開設が必要
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◀定期預金口座の
番号は使用しません

ゆうちょ銀行以外の銀行等ゆうちょ銀行

▼ゆうちょ銀行の場合
この欄は使用しません
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学びスタートアップに掲載の以下資料をダウンロードし、

タブレット端末やスマートフォン、ノートパソコン等に

保存して説明会に参加する

●R6新規申込み希望者説明会資料

●授業料等減免説明資料 ※給付奨学金の希望者のみ

※紙で資料を読んだりメモしたい方は、自分で印刷して説明会に持参してください

（印刷時、1ページに複数スライドを表示させて両面印刷すると枚数が節約できます）
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金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部 学生支援課


